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文
亀
元
年
（
一
五
○
こ
三
月
、
九
条
政
基
は
そ
の
家
領
で
あ
っ
た
和
泉
国
日
根
荘
に
下
向
し
、
永
正
元
年
二
五
○
四
ま
で
の
、
ほ
ぼ
四
年
間
、
そ
の
直
務
経
営
に
当
（
１
）
た
っ
た
。
そ
の
と
き
の
日
記
が
「
政
基
公
旅
引
付
」
で
あ
る
。
（
２
）
原
本
は
宮
内
庁
書
陵
部
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
翻
刻
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
（
３
）
こ
の
史
料
に
最
初
に
注
目
し
た
の
は
、
『
泉
佐
野
市
史
』
で
あ
っ
た
。
そ
の
叙
述
に
当
た
っ
て
は
、
こ
の
史
料
が
活
用
さ
れ
、
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
来
、
中
世
末
期
の
荘
園
の
実
見
記
録
と
し
て
の
特
異
性
な
ど
か
ら
、
広
く
学
界
の
注
目
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
翻
刻
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
の
日
記
を
利
用
し
た
研
究
（
４
）
が
数
多
く
発
表
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
、
か
ね
て
か
ら
中
世
公
家
日
記
研
究
会
と
い
う
日
記
史
料
の
輪
読
会
に
参
加
し
て
い
る
が
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
の
共
同
研
究
と
し
て
、
改
め
て
「
政
基
公
旅
引
付
」
の
（
５
）
翻
刻
を
行
う
機
会
を
得
た
。
こ
れ
は
、
既
に
和
泉
書
院
よ
り
『
政
基
公
旅
引
付
本
文
・
索
引
・
研
究
抄
録
篇
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
、
同
時
に
『
政
基
公
旅
引
付
影
印
篇
』
も
刊
行
さ
れ
た
。
今
回
、
こ
の
よ
う
な
発
表
の
機
会
を
あ
た
え
ら
れ
た
の
で
、
翻
刻
や
索
引
の
注
記
の
中
で
は
書
き
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
の
補
注
の
意
味
も
含
め
て
、
今
回
の
出
版
ま
で
の
過
程
で
気
づ
い
た
こ
と
の
中
か
ら
、
二
点
を
取
り
上
げ
て
記
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
レ
ポ
ー
ト
「
政
基
公
旅
引
付
」
を
め
ぐ
る
二
つ
の
問
題
｜
は
じ
め
に
柴
田
真
△
（
６
）
黒
田
弘
子
氏
は
『
ミ
ミ
ヲ
キ
リ
ハ
ナ
ヲ
ソ
ギ
』
の
中
で
、
当
時
の
荘
園
百
姓
の
公
事
負
担
の
一
つ
で
あ
っ
た
「
供
給
」
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
供
給
」
と
は
荘
園
領
主
の
使
者
が
下
向
し
て
き
た
場
合
な
ど
に
、
彼
ら
に
対
し
て
主
と
し
て
食
事
の
接
待
を
行
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
使
者
の
接
待
を
表
す
言
葉
に
は
「
厨
」
「
膳
厨
」
「
入
厨
」
「
饗
膳
」
「
房
仕
」
な
ど
と
食
事
関
連
の
も
の
が
多
い
こ
と
か
ら
、
「
供
給
」
の
中
心
は
食
事
に
あ
っ
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
図
書
寮
叢
刊
版
の
『
政
基
公
旅
引
付
』
文
亀
三
年
七
月
九
日
条
に
、
政
基
の
収
納
使
に
対
し
て
日
根
野
東
方
が
「
厩
」
に
及
ば
な
か
っ
た
と
あ
り
、
原
本
を
確
か
め
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
「
厨
」
の
誤
植
で
は
な
い
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
「
供
給
」
に
は
馬
の
餌
の
用
意
も
含
ま
れ
て
い
た
と
し
、
本
来
、
「
供
給
」
は
人
と
馬
の
両
方
の
世
話
を
意
味
し
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
「
厩
」
は
、
「
政
基
公
旅
引
付
」
の
文
亀
三
年
七
月
八
日
・
九
日
両
条
に
で
て
く
る
の
だ
が
、
今
回
の
翻
刻
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
文
字
に
は
「
厨
ヵ
」
と
傍
注
を
施
し
て
い
る
。
文
字
は
確
か
に
「
厩
」
だ
が
、
政
基
が
「
厨
」
と
書
く
べ
き
と
こ
ろ
を
誤
記
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
も
し
、
誤
記
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
黒
田
弘
子
氏
の
「
供
給
」
本
来
の
意
味
に
馬
の
餌
の
用
意
も
含
ま
れ
て
い
た
と
い
う
考
え
は
成
立
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
以
下
に
、
な
ぜ
「
厨
」
の
誤
記
と
考
え
ら
れ
る
の
か
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
八
日
（
中
略
）
抑
東
方
春
段
銭
干
今
無
沙
汰
之
条
、
入
置
使
処
不
及
厩
、
冊
長
盛
行
向
槌
丸
、
（
以
下
略
）
土
丸
ョ
リ
九
日
（
中
略
）
未
一
点
以
耆
状
○
長
盛
注
進
云
、
東
方
番
頭
■
源
六
就
長
入
置
之
二
「
厩
」
と
「
厨
」
処
、
号
地
下
寄
合
評
議
罷
出
不
帰
屋
内
、
然
間
家
中
雌
相
捜
無
食
事
之
部
類
、
只
又
非
可
干
死
、
可
為
如
何
哉
之
由
、
五
人
之
使
節
来
土
丸
申
之
可
如
何
哉
之
由
申
送
之
間
、
已
及
帰
来
者
不
及
了
簡
、
追
立
モ
只
不
及
厩
モ
地
下
狼
籍
者
同
事
也
、
所
詮
先
各
相
具
只
今
ハ
可
帰
来
（
中
堕
之
由
以
状
令
返
事
処
、
又
本
間
加
賀
走
来
為
長
盛
使
申
云
、
各
召
具
帰
参
者
一
向
地
下
破
滅
之
基
也
、
冊
先
一




